
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
２⽉１⽇、４⽉に東川⼝保育園に統合し、今年度

で閉園予定の⻄川⼝保育園において、園児１８⼈が
節分⾏事である「⾖まき」を⾏いました。 

「⻤のパンツ」の歌に合わせたダンスをしたり、
「⾖まき」の歌を元気な声で歌い終わると、教室に
⼤太⿎の⾳が鳴り響き、いよいよ⻤の登場！先⽣に
しがみついて泣く⼦もいましたが、みんなで⼒を合
わせて⻤退治をしました。その後、⼦どもたちはス
テージに上がり、「なきむし⻤」や「おこりんぼ⻤」
などそれぞれ⾃分の中の退治したい⻤を⼒強く発
表すると、あたたかな拍⼿が送られていました。 

西川口保育園で最後の豆まき 



交
通
災
害
共
済
会
員
募
集
中 

 
交
通
災
害
共
済
は
、
万
一
の
事
故
に

備
え
て
、
県
内
全
市
町
村
で
運
営
す
る

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

○
加
入
資
格 

①  

新
潟
県
内
の
市
町
村
に
居
住
し
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人 

② 

①
の
人
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
人
（
県
外
へ
の
単
身
赴
任
者
や

学
生
な
ど
で
、
①
の
人
と
生
計
を

一
に
し
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま

す
が
、
県
外
で
独
立
し
て
生
計
を

維
持
し
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。） 

○
会
費
＝
年
額
一
人
５
０
０
円 

○
共
済
期
間
＝
４
月
１
日
（
月
）
～ 

２
０
２
０
年
３
月
31
日
（
火
） 

○
４
月
１
日
か
ら
加
入
す
る
た
め
の
申

込
受
付
期
間
＝
３
月
29
日
（
金
）
ま

で 

■
４
月
以
降
の
お
申
し
込
み
は
、
申
込

翌
日
か
ら
２
０
２
０
年
３
月
31
日

ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り
ま
す
。 

○
申
込
先
＝
①
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
除
く
）、
②
市
役
所 

 

■
見
舞
金
の
請
求
は
１
年
以
内
に 

 

見
舞
金
の
請
求
期
限
は
、
交
通
災
害

を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

で
す
。
請
求
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

○
問
合
せ
先
＝
地
域
振
興
課 

☎
89
・
３
１
１
１ 

  

除
雪
作
業
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
安
全

対
策
は
万
全
に
！ 

 

毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
の
除

雪
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し
、昨
冬
は
、

死
傷
者
が
県
全
体
で
２
０
３
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。除
雪
作
業
中
の
事
故
は「
自

分
は
大
丈
夫
」
と
油
断
し
て
い
る
時
に

起
き
て
い
ま
す
の
で
、
油
断
す
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
注

意
し
て
除
雪
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 ◆
除
雪
機
に
詰
ま
っ
た
雪
の
除
去
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し

ょ
う
。 

◆
２
人
以
上
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。
や

む
を
え
ず
１
人
の
場
合
は
、
家
族
や

隣
近
所
に
声
を
掛
け
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。 

◆
作
業
前
に
は
、
流
雪
溝
や
水
路
等
の

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
ハ
シ
ゴ
は
し
っ
か
り
固
定
し
、
昇
降

時
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
高
所
作
業
中
は
足
を
滑
ら
せ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
命
綱
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
っ
か

り
と
り
ま
し
ょ
う
。 

◆
軒
下
で
の
作
業
は
、
屋
根
か
ら
の
落

雪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
無
理
を
せ
ず
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と

り
ま
し
ょ
う
。 

○
問
合
せ
先
＝
地
域
振
興
課 

☎
89
・
３
１
１
１ 

   
 

み
ん
な
で
や
ろ
～
て
！ 

な
が
お
か
元
気
体
操
体
験
会 

 
 ○

日
時
＝
３
月
18
日
（
月
） 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

○
会
場
＝
川
口
公
民
館 

○
定
員
１
０
０
人
（
先
着
順
） 

○
内
容
＝
「
な
が
お
か
元
気
体
操
」
と

は
、
Ｃ
Ｄ
の
音
声
を
聴
き
な
が
ら
一

人
で
も
大
勢
で
も
簡
単
に
ど
こ
で
も

で
き
る
体
操
で
す
。「
な
が
お
か
元
気

体
操
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。 

○
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人 

○
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
物 

○
問
合
せ
・
申
込
み
先
＝
３
月
11
日

（
月
）
ま
で
に
電
話
で
長
寿
は
つ
ら

つ
課
予
防
係
へ 

☎
39
・
２
２
６
８ 

 

や
さ
し
い
運
動
教
室 

 

○
日
時
＝
３
月
26
日
（
火
） 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

○
会
場
＝
川
口
公
民
館 

○
内
容
＝
運
動
指
導
員
に
よ
る
足
腰
元

気
体
操
（
ど
な
た
で
も
座
っ
て
で
き

る
体
操
で
す
。） 

○
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人 

○
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
物 

○
問
合
せ
・
申
込
み
先
＝
３
月
22
日

（
金
）
ま
で
に
市
民
生
活
課
へ 

☎
89
・
３
１
１
２ 

    

                                    

                                    

２

登録統計調査員を募集しています 
 市では各種統計調査に従事する意思を持つ登録統計調査員を募集しています。 
 統計調査員は、調査票の配布・回収などを行い、調査対象（世帯や事業所）と直接やりとりする重要な仕事を行います。

統計調査には、国勢調査のほか、工業統計調査など国や県が実施する様々な調査があります。従事する統計調査の調査員

任命期間中は非常勤の公務員になります。（市の職員として採用されるわけではありません。） 

■ 登録要件 次の要件をすべて満たす人です。 

① ２０歳以上の人 
② 心身ともに健康で、責任をもって統計調査を遂行できる人 
③ 調査により知り得た秘密を守ることができる人 
④ 警察又は税務に関する業務に従事していない人 
⑤ 選挙に直接関係のない人 
⑥ 暴力団員並びに暴力団及び暴力団員と密接な関係を有しない人 

■ 調査員の報酬 １万５千円～５万円程度 
※ 調査の種類や受け持ち件数などにより異なります。 

※ 調査員に登録いただいても「毎月の固定給」等は一切ありません。 

  

■ 登録方法 

登録を希望する人は、地域振興課までご連絡く

ださい。後日、統計調査についての詳細と、簡

単な面接を行います。 
 
■ その他 

登録いただくと、各種統計調査の際に、市から

調査の依頼を行います。ただし、決められた調

査員数に達した場合は、調査を依頼しないこと

もあります。 

[問合せ先] 地域振興課 ☎ 89-3111 



 
■ 行  事 
１日(金)…「おひなさま作り」 

１３日(水)…「ままのまカフェ＆防災講座」 

１９日(火)…「３月生まれのお誕生会・発育測定」 
 
☆金曜日は、無料バスを運行しています。       

★行き→午前10 時 川口支所玄関前発 
★帰り→午前11 時30 分 すこやか発 

 ☆アンパンマン教室 
★毎週金曜日の午前１０時１５分から１１時１５分 

★１５日（金）と２９日（金）はお休みです。 

                                    

                                    

                                    

                                    

                           

５ 火
赤ちゃん相談（すこやか） 

（えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 

１１ 月
米百俵号〈移動図書館〉 （すこやか、和南津集会所 

                 牛ケ島集会所） 

１２ 火 （あぐりの里休館日） 

１７ 日
春よこいこい祭り（あぐりの里） 

よってげてぇふれあい市（よってげ亭前） 

１８ 月 ながおか元気体操体験会（川口公民館） 

１９ 火

米百俵号〈移動図書館〉 （川口小学校、東川口保育園 

西川口保育園、小高集会所） 

（えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 

２６ 火
やさしい運動教室（川口公民館） 

（あぐりの里休館日） 

川口地域の人口（H31.2.1 現在）  ※（  ）は前月比 

世帯数 人口 男 女 

1,522 世帯 4,364 人 2,108 人 2,256 人

（－３） （－９） （－３） （－６） 

３ 

事行 の ３ 月

[問合せ先] 子育ての駅すこやか ☎89-3555 

３月 

◆「おひなさま作り」 
 １⽇（⾦） 午前１０時１５分〜１１時１５分   

アンパンマン教室でおひなさま作りをします。今年もお⼦さん
の⾜形を使って制作します。２⽉２５⽇（⽉）〜２８⽇（⽊）の
間に⾜形取りをします。詳しくはスタッフにお声がけください。 
◆ 「防災講座『誤飲の対処法を知ろう』」  

１３⽇（⽔） 午前１０時１５分〜１０時４５分   
乳幼児の誤飲と誤嚥についての対応策を専⾨の⽅より実演を

交えてお話いただきます。⼦どもたちを守る知恵がいっぱいで
す。ぜひご参加ください。  
◆ 「⼤きくなったねお祝い会！」  

１５⽇（⾦） 午前１０時１５分〜１１時１５分   
⼀年間ご利⽤いただいたことに感謝を込めて、⼦どもたちの成

⻑をお祝いしたいと思います。茶話会やお祝いのプレゼントを⽤
意してお待ちしています。みんなで楽しいひとときを過ごしまし
ょう。 

地域活動や各種イベントなどの情報をお寄せください。 

                          地域振興課 ☎ 89-3111 

地域や団体などからお寄せいただいた
情報を提供するコーナーです。 

地地地域域域ののの伝伝伝言言言板板板  

雪国ならではの景色を「かんじき」

を履いて見に行こう♪ 

[申込み・問合せ先] 川口きずな館 ☎ 89-3620  

第１１回竹田かんじきウォーク開催 

日 時 ３月３日（日）午前８時３０分～午後１時 
会 場 竹田集落センター（川口中山１９６４番地） 
参加費 一般２，０００円 小学生１，０００円 
 ※保険代、昼食代含む 未就学児無料 
締切り ２月２８日（木）※先着２０人 
その他 「かんじき」の無料貸し出しあります。（要予約）

 暖かく歩きやすい服、長靴でお越しください。

主 催 竹田元気づくり会議 
協 力 川口きずな館（ＮＰＯくらしサポート越後川口）

 
冬はホームタンクからの灯油の流出事故が多発します。 
河川に流れ出ると水質汚染の原因となり、処理費用を請求

される場合がありますので、灯油の流出事故に十分注意しま

しょう。 
[問合せ先] 市民生活課 ☎89-3112 

給油中はその場から離れないで！

「越後長岡地域の宝かるた」を貸し出し・販売します 
市内１１地域の宝を描いた「越後長岡地域の宝かるた」が完成しました。川口支所でかるたの貸し出し、販売を行います。

長岡市には個性あふれる地域の宝がたくさん♪かるたで遊びながら地域の宝に親しんでみませんか。 

■ 貸し出し 

○貸 出 品 かるた（大）Ａ３サイズ １部 
かるた（小）      ２部 

○貸 出 場 所 地 域 振 興 課 
 
■ 販  売【 かるた（小）】 

○金 額 ８００円（税込） 
○販 売 場 所 地 域 振 興 課 

[問合せ先] 地域振興課 ☎89-3111 

 地域振興課へ

事前に電話で申

し込みをしてか

らおいでくださ

い。 
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か
わ
ぐ
っ
ち 

「第１２回越後長岡ひなものがたり」にえちご川口温泉も参加♪
  ３月６日（水）まで開催中！ 

〜川⼝地域で活躍する⼈・団体を紹介します〜

堀沢ファミリー 堀沢誠さん（野田地区）

☆ 堀沢ファミリーを結成した時の経緯や、現在の活動
状況について教えてください。 

 
「民謡の素晴らしさをより多くの人に知ってもらいたい」との

思いで結成しました。平成１７年７月に木田林松次師範が
亡くなられたのですが、「師範から受け継いだものを多くの人
に伝えて行きたい」、「木田林松次師範への恩返しをした
い」との気持ちを強く持っていました。 

現在では、小学生から８０歳を超える方まで、市内外から
４０人を超えるメンバーが集まり、週４日、自宅の作業小屋
の２階で練習しています。様々なイベントなどにお呼びいただ
き、年間５０回を超えるステージに上がらさせていただいていま
す。 
 
☆ 多くのお弟子さんを指導されることは大変だと思

いますがいかがですか？ 
 

「帰ってからじいちゃん、ばあちゃんの世話をしなければなら
ない」とか、「帰ってから宿題を終わらせなければならない」な
ど、メンバーそれぞれ家庭や学校、仕事の都合などがあるの
で、それぞれの状況を見ながらその人に合った練習内容を
考えています。午後６時から１０時まで練習時間を設けてい
ますが、早く帰らなければならない人もいれば遅れてくる人も
いる、それはそれで良いと思っています。中には練習の合間に
疲れ果て熟睡しちゃう子もいますよ。（笑） 

ただ、練習がとても大事なことですので、何もしないで帰ら
せるようなことはしないよう、来た人全員に対して心掛けてい
ます。また人数も多いので、なにより皆が仲良くやってもらうこ
とが一番ですね！ 
 
☆ 遠征費なども大変なのでは？ 
 

堀沢ファミリーでは、仕事をしていない未成年の方からは
月謝をいただいていません。特に子どもは送迎なども大変で
すし、長く続けてもらいたいとの思いからです。遠征費などは、
いただいた出演料などでやりくりして賄っています。「堀沢ファ
ミリーは出演料が高い」などの噂を耳にすることもあるのです
が、それは誤解です！！（笑）これまで出演料をこちらから求め
たことはありませんので、気軽にお声がけください。 
 
☆ 昨年７月に開催された川口まつりでは、堀沢ファミ

リーの生演奏に合わせて住民の方たちが踊り、とて
も盛り上がりました。最後に川口地域の方たちに向
けて一言お願いします。 

 
昨年の川口まつりでは、川口小に通う堀沢ファミリーの生

徒さんから「川口小唄」を唄ってもらうなど、地域ととても良い
関わりをさせていただいたと思っています。 

川口地域の皆さんからは、もっと堀沢ファミリーのことをわ
かってもらいたいですし、皆さんからもっと使ってもらいたいと思
っています。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

津軽三味線の本場、青森県弘前市で行われる
「津軽三味線世界大会」に毎年出場し数々の輝か
しい成績を収めるだけでなく、県内外のイベント
やお祭りステージ、高齢者施設等でのボランティ
ア演奏など幅広くご活躍されている堀沢ファミ
リー代表の堀沢誠さんからお話を聞きました。 

昨年の川⼝まつりで川⼝⼩唄を 
⽣演奏する堀沢ファミリー 堀沢誠さん 

 市内４０カ所を会場に開催されている「第１２回越後
長岡ひなものがたり」。今年はえちご川口温泉も参加し、
温泉ロビーには立派な七段飾りをはじめ、かわいらしい
みかん子ひなや保育園児の作品も飾られています。 
また、温泉の２階では「えちご川口フォトコンテスト

入賞作品展」も３月２８日（木）まで開催中！ 
 からだの芯からあたたまる良質天然温泉「えちご川口
温泉」にぜひお越しください♪ 

[問合せ先] 
えちご川口温泉 

☎ 89-4511 

☆ いつから三味線を始められましたか？始めたきっかけ
を教えてください。 

 
２８歳の頃に始めました。もともと民謡が好きでしたが、本格

的に始めたきっかけは、穂波会（小千谷民謡団体の名門）
の演奏を聴いて「自分もできるんじゃないか」との軽い気持ちか
らでした。ただ、そう簡単なものではなく、穂波会に入ってから５
年間は人前で弾かせてもらえることはありませんでした。「お前
の下手くそな演奏じゃ唄えない」などと言われることもあり、もっ 

とうまくなりたい一心で、当時長岡で教室を開いていた「木田

林松次氏」の指導を受けるようになりました。 
 
☆ 平成１７年に堀沢ファミリーが結成されますが、それ

以前はどのような活動をされていたのでしょうか？ 
 

昭和５８年に交通事故に遭いしばらく三味線から離れた
時期もあったのですが、木田林松次師範の厳しくもあたたか
な指導を受け、昭和６３年に名取をいただき、その後師範と
なりました。平成９年にはアメリカニューヨーク市にあるカーネ
ギーホールで演奏したり、平成１０年には中国昆明で開催さ
れたアジア民俗芸能祭に穂波会が日本代表として参加し
た際に三味線の担当などをさせていただきました。 

き  だ  

りんしょうじ 


